
2
月
2 0
日
に
第
3
9
1
回
三
木
市
議

会
定
例
会
を
開
催
し
、
仲
田
一
彦
市
長

が
令
和
8
年
度
施
政
方
針
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
重
要
な
取
組
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

人
口
減
少
を
抑
制
す
る
積
極
的
な
施

策
と
し
て
、
一
旦
進
学
や
就
職
で
三
木

を
離
れ
て
も
、
結
婚
や
こ
ど
も
の
就
学

を
機
に
、
三
木
に
帰
っ
て
き
た
い
と
思

え
る
環
境
整
備
、特
に
働
く
場
の
確
保
、

教
育
環
境
の
整
備
充
実
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に

対
応
し
た
緩
や
か
な
縮
小
を
図
る
た

め
、
公
共
施
設
再
配
置
計
画
と
財
政
健

全
化
計
画
の
着
実
な
実
行
も
不
可
欠
で

す
。

　
県
市
の
連
携
事
業
で
あ
る
働
く
場
の

確
保
の
た
め
の「
ひ
ょ
う
ご
情
報
公
園

都
市
」
の
整
備
を
は
じ
め
、
吉
川
地
域

の
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
の
設
置
、

５
月
に
供
用
開
始
予
定
の
三
木
市
多
世

代
交
流
施
設
を
核
と
し
た
団
地
再
生
事

業
、（
仮
称
）
三
木
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
、中
央
公
民
館
等
複
合
施
設
、

次
期
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
な
ど
、
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
2 0
年
、

3 0
年
先
の

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
前
に
進
め
ま
す
。

　
　市

民
や
事
業
者
が
直
面
し
て
い
る
物

価
高
騰
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
４
月
か

ら
1 1
月
検
針
分
ま
で
の
水
道
基
本
料
金

の
全
額
免
除
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ

タ
ル
お
買
い
物
券
の
発
行
、
小
学
校
の

学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
中
学
校
の
学

校
給
食
費
の
半
額
支
援
な
ど
、
き
め
細

や
か
な
支
援
に
よ
り
市
民
生
活
を
守
り

ま
す
。

本
市
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
豊

臣
兄
弟
！
」
に
ゆ
か
り
の
あ
る
「
三
木
合

戦
」
の
舞
台
で
あ
り
、
全
国
か
ら
注
目

を
集
め
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
歴
史
や

大
河
ド
ラ
マ
の
フ
ァ
ン
が「
三
木
フ
ァ

ン
」
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
地
域
資
源
の
活
用
や
魅
力
の
発

信
に
取
り
組
み
ま
す
。
伝
統
の
技
が
光

る「
三
木
金
物
」、
質
・
量
と
も
に
日
本

一
の
「
酒
米
山
田
錦
」、
西
日
本
一
の
ゴ

ル
フ
場
数
を
誇
る「
ゴ
ル
フ
」
、
国
や
県

の
防
災
施
設
が
立
地
す
る「
防
災
」の
ま

ち
、
西
日
本
で
唯
一
馬
術
の
国
際
大
会

が
開
催
で
き
る
「
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド

パ
ー
ク
」
を
有
す
る
「
馬
術
」
な
ど
、
本

市
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
ま
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
行
政

と
民
間
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
し
、
よ
り
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
ま
ち
の
魅
力
や
住
民
満
足

度
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。
先
ほ
ど
掲

げ
た「
ひ
ょ
う
ご
情
報
公
園
都
市
」の
整

備
、
団
地
再
生
事
業
、
中
央
公
民
館
等

複
合
施
設
の
整
備
な
ど
に
お
い
て
も
、

官
民
連
携
で
推
進
し
ま
す
。

本
年
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
着

実
に
前
に
進
め
、
ま
ち
の
未
来
を
切
り

拓
く
た
め
、
教
育
の
ま
ち
の
推
進
、
市

民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
の
活
力
の
向
上
、
地
域

資
源
（
三
木
ブ
ラ
ン
ド
）
の
魅
力
の
向

上
、
将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
行
政

運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

問  ・ (市)企画政策課 ・ (市)財政課問 (市)企画政策課 (市)企画政策課 (市)企画政策課 (市)財政課(市)財政課問・・ (市)企画政策課 (市)企画政策課 (市)企画政策課 ・・ (市)財政課(市)財政課

誇り を持っ て暮ら せるまち三木

～未来を拓く 、確かな歩み～～未来を拓く 、確かな歩み～

▲ 施政方針の全文

はこ ちら
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一般会計の歳出（ 約3 9 3 億円） 一般会計の歳入（ 約3 9 3 億円）

扶助費
約8 6 億円

（ 保育・ 児童手当・ 生活保護
・ 障がい福祉など）

市税
約1 1 8 億円

（ 市民税・ 固定資産税など）

国・ 県から の補助金
約9 3 億円

地方交付税・
地方消費税交付金など
約1 0 3 億円

市債(借入金)

約2 7 億円

人件費
約7 1 億円

物件費
約5 9 億円

（ 委託料・ 消耗品・
光熱水費・ 賃料など）

補助費等
約4 8 億円

（ 各種団体への
 助成金など）

公債費
約4 7 億円

（ 借金の返済）

繰出費　 約3 7 億円
（ 医療保険や介護保険
などの運営）

投資的経費　 約2 8 億円
（ 道路や学校などの整備）

その他
約1 7 億円
(積立金や貸付金など）

その他
約2 7 億円

（ 公共施設の使用料など）

貯金の取り 崩し
約1 9 億円

ゴルフ 場利用税
交付金　 約6 億円

予算の内訳（ 一般会計）

区分

令和8 年度

当初予算

（ A）

令和7 年度

当初予算

（ B）

対前年度比

増減額（ C）

（ A－B）

増減率

（ C/B）

一般会計 3 9 2 億8 ,0 0 0 万円 4 1 0 億円 △1 7 億2 ,0 0 0 万円 △4 .2 %

特
別
会
計

国民健康保険 8 3 億8 ,8 0 0 万円 8 0億6 ,3 0 0 万円 3 億2 ,5 0 0 万円 4 .0 %

介護保険 8 4 億7 ,7 0 0 万円 8 3億5 ,7 0 0 万円 1 億2 ,0 0 0 万円 1 .4 %

後期高齢者医療事業 2 1 億4 ,0 0 0 万円 1 8億1 ,9 0 0 万円 3 億2 ,1 0 0 万円 17 .6 %

学校給食事業 3 億5 ,5 0 0 万円 3 億2 ,5 0 0 万円 3 ,0 0 0 万円 9 .2 %

誇り を持っ て暮ら せるまち三木誇り を持っ て暮ら せるまち三木誇り を持っ て暮ら せるまち三木誇り を持っ て暮ら せるまち三木誇り を持っ て暮ら せるまち三木誇り を持っ て暮ら せるまち三木

       令和8 年度令和8 年度

施政方針施政方針とと 予算の概要予算の概要

三木市役所・ 〒6 7 3 －0 4 9 2  上の丸町1 0 -3 0・ ☎8 2 －2 0 0 0 　 吉川支所・ 〒6 7 3 －1 1 9 2  吉川町大沢4 1 2・ ☎7 2 －0 1 8 0 　【 開庁時間】平日午前8 時3 0 分～午後5 時

施
政
方
針

施
政
方
針

特 集
S P E C I A L
F E A T U R E 1

地
域
資
源
の
活
用

官
民
連
携
の
推
進

未
来
を
拓
く
、
確
か
な
歩
み

物
価
高
騰
対
策

着
実
に
進
む
ま
ち
づ
く
り

令和8 年度予算の規模

　 令和8 年度当初予算は、一般会計が39 2 億8 ,0 0 0万円、特別会計が1 9 3億6 ,0 0 0 万円です。 一般

会計は令和7 年度に、し 尿処理施設の改修や小・ 中・ 特別支援学校のタ ブレッ ト 端末の更新が完了し

たため、前年度に比べて1 7億2 ,0 0 0 万円（ 4 . 2 ％）の減少と なり ます。

●  4 ～7 ページで「 令和8 年度の主な事業」を紹介し ます。

予算の概要予算の概要予算の概要
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令和8 年度の主な事業

　「 我が子の教育は三木市で受けさ せたい」と 思っ ても ら える魅力ある学校づく り や教育環境

の充実など教育のまちの推進に取り 組みます。

タ ブレッ ト 端末を更新 みきティ ブ（ 部活動の地域展開）の推進

・ 令和元・ 2 年度に整備し た市内小・ 中・ 特別支援

  学校の児童生徒のタ ブレッ ト 端末を更新

・ タ ブレッ ト 端末を活用し 、児童生徒の学びをさ

  ら に支援し 、主体性・ 協働性・ 創造力を育成

【 3 億2 ,5 9 2万円】

4三木市役所・ 〒6 7 3 －0 4 9 2  上の丸町1 0 -3 0・ ☎8 2 －2 0 0 0 　 吉川支所・ 〒6 7 3 －1 1 9 2  吉川町大沢4 1 2・ ☎7 2 －0 1 8 0 　【 開庁時間】平日午前8 時3 0 分～午後5 時

特 集
S P E C I A L
F E A T U R E 1

・  ク ラ ブ 運営の支援拡充や指導者研修に 

W EB研修システムを導入

・  令和8 年度末までに5 0 ク ラ ブ（ 運動系3 0 、

文科系2 0 ）の設立をめざす

【 2 ,2 7 0万円】

小中一貫教育の推進

学校体育館の空調設備を整備

学校給食費の支援

・  保護者の家計負担の軽減を 図る ため、国

の交付金を活用し て小学校は無償化

・  市独自の支援で中学校は半額補助

【 2 億4 ,5 2 0万円】

・  生徒の熱中症予防や災害時における 避難

所と し て の環境向上のため、中学校体育

館に空調設備を整備

・  今年度は、三木中学校を モデル校と し 、整

備工事を実施

【 5 ,3 4 5万円（ 3 月補正）】

　 子育てし やすい環境づく り をはじ め、誰も が生涯にわたり 安心し て暮ら せるまちづく り を進めます。

水道の基本料金の全額免除

・  市民生活の負担軽減を 図る ため、国の交

付金を 活用し て、令和8年4月から 1 1月検

針分（ 8 カ 月間）の水道基本料金を 全額免除 

【 2 億9 ,5 1 5 万円】

高齢者および障がい者の

バス等運賃助成制度の拡充

教育のまちの推進安全・ 安心なまちづく り

不登校対策への継続的な取組

・  サポート ルーム対応の不登校対策指導員　 　

を市内全中学校、6小学校に配置

・  フ リ ースク ールへ通う 児童生徒への支援

を行い、学びの機会を確保

【 5 ,8 7 0 万円】

生活困窮世帯のこ ども の学習・ 生活を支援

・ 寺子屋みき の定員を拡大

・  学習面に加え、調理実習など の体験を 通

じ た学びも 支援

【 7 5 0万円】

・  吉川地域での「 施設一体型小中一貫校」 の

設置に向け、開校準備委員会で協議の上、

基本計画の策定を推進

・  教員研修や児童生徒の積極的な 交流な 

ど、小中一貫教育の取組を継続し て推進

【 1 ,9 5 3万円】

・  バス等乗車券（ 2 ,0 0 0 円相当）の交付に係

る自己負担（ 5 0 0円）を廃止

・  申請書を共通引換券に変更するこ と で申

請手続き を簡素化（ ニコ パカ ード への引

換・ チャ ージは直接、神姫バス・ 神姫ゾー

ンバス営業所へ）

・  タ ク シー券で「 チョ イ ソ コ みき 」の利用が

可能

【 4 ,1 4 2 万円】

タ ブレッ ト 端末を更新

・ 令和元・ 2 年度に整備し た市内小・ 中・ 特別支援

  学校の児童生徒のタ ブレッ ト 端末を更新

・ タ ブレッ ト 端末を活用し 、児童生徒の学びをさ

  ら に支援し 、主体性・ 協働性・ 創造力を育成

【 3 億2 ,5 9 2 万円】

タ ブレッ ト 端末を活用し た教育の推進

・  令和7 年度にiPad へ更新し たタ ブ レ ッ ト

端末を 活用し 、児童生徒の主体的な学び

を 支援

・  W i-Fiアク セスポイ ン ト と 校内LAN を 新

規格のも のに更新

【 2 億1 ,9 6 2 万円　 　

　 　（ 3 月補正）】

次期ごみ処理施設の整備を推進

・  焼却と メ タ ン発酵を組み合わせた高効率

発電ができ る「 ハイ ブリ ッ ド 方式」による

施設の整備を推進

・  事業者の選定および事業に必要な用地を

購入

【 2 億5 3 4 万円】

市立共同作業所の新設による集約化

・  三木共同作業所、口吉川共同作業所、あす

なろ 作業所の3 施設を1 カ 所（ 口吉川共同

作業所周辺）に集約

・  令和1 0 年度に供用開始予定

【 2 ,9 0 0 万円】

こ ども 食堂の運営を支援

全てのこ ども に

手厚い教育・ 保育環境を提供

・  教育・ 保育の質の向上と 職員の負担軽減

を図るため、保育教諭などの増員を支援

・  特別な配慮や見守り が必要な児童への対

応を 支援

・  外国人世帯への

対応を支援

【 9 ,4 6 0 万円】

・  物価高騰の中でも 安心し て活動を 継続で

き る よ う に、こ ど も の参加人数や開催回

数に応じ て補助金を加算

・ 運営の安定化や良質な食事の提供を支援

【 9 5万円】
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人が集い、誰も がいつまでも 元気で暮ら せるまちづく り を 進め、まちの活力を向上さ せます。

6三木市役所・ 〒6 7 3 －0 4 9 2  上の丸町1 0 -3 0・ ☎8 2 －2 0 0 0 　 吉川支所・ 〒6 7 3 －1 1 9 2  吉川町大沢4 1 2・ ☎7 2 －0 1 8 0 　【 開庁時間】平日午前8 時3 0 分～午後5 時

特 集
S P E C I A L
F E A T U R E 1

団地再生事業　 青山7 丁目団地再耕プロジェ ク ト を推進

中央公民館等複合施設の整備

・  4 つの公共施設と 三木商工会館を 集約化

し 、複合施設の整備を推進

・  かわま ち づく り 計画を 策定し 、美囊川リ

バーサイ ド パーク と 一体利用する こ と

で、より 一層の賑わいを創出

【 3 2 億円（ 令和7 ～1 1 年度 債務負担）、

かわまちづく り 計画： 2 18 万円】

公共施設包括管理委託制度の導入

・  学校や公民館ほか1 1 0施設の維持管理業

務などを 建物管理の専門事業者へまと め

て委託

・  老朽化が進む公共施設を 適正に管理する

こ と で、安全・ 安心な施設を市民に提供　 　 　

【 2 3 億3 ,0 0 0 万円（ 令和8 ～1 3 年度 債務負担）】

・  「 ひょ う ご情報公園都市第2 期」において 

公民連携（ 県・ 市・ 民間事業者）による新た 

な産業団地の整備を推進

・  県企業庁と プ ロ ポーザルによ り 、開発事

業者を1 者選定予定

・  開発区域に 接続す

る市道の拡幅を検討

【 1 ,0 2 0 万円】

・  全国の戸建て住宅団地が抱える「 人口減少」「 高齢化」「 空き 家」などの課題解決に向け、ラ イ

フ ステージに応じ て住み替えながら 暮ら し 続ける こ と ができ る 仕組みづく り や民間事業者

と 連携し た持続可能なまちづく り の全国的な先行モデル

と なる「 団地再生事業」を推進

・  5月には、「 団地再生事業」の象徴的な施設である 多世代

交流施設「 HITO TO KI M IKI（ ひと と き みき ）」がオープン。

   総合相談窓口や、仕事や勉強ができ る 共有スペース、飲

食店など を 整備し 、気軽に集え る「 ま ち のリ ビ ン グルー

ム」と し て多様な世代の新たな交流機会を 創出

【 4 ,8 1 3 万円】

　 安定的で効率的な行政サービスを 提供すると と も に、予算を 有効に活用し 、持続可能な行政運営の実

現に向けた取組を推進し ます。

全国削ろ う 会三木大会を支援

・  鉋
かんな

を 使っ てどれだけ薄く 木を 削れるかを

競い合う 全国大会を6月13 日㈯・ 1 4 日㈰

に「 鍛冶でっ せ！」と 同時開催

・  開催地と し て実行委員会の取組を 支援す

る と と も に、全国大会の発信力を 生かし 、

関係団体と 連携し て 三木金物

を はじ めと する 三木市の魅力

を全国へPR　  

【 2 0 0 万円】

　 三木市のさ まざまな優れた地域資源を活用し 、地域の活性化を図り ます。

地域の活力向上地域資源（ 三木ブラ ンド ）の魅力向上

持続可能なまちづく り

ひょ う ご情報公園都市の整備を推進

ゴルフ を核にし たまちづく り の推進

・  全国高等学校・ 中学校ゴルフ 選手権春季

大会、ス ナッ グゴ ルフ 対抗戦JG TO カ ッ

プ全国大会を開催

・ 日本プロゴルフ 協会などと 連携し たジュ

  ニア育成

・ みき ティ ブのゴルフ ク ラ ブへの連携・ 協力

・  関西国際大学ゴルフ マネジメ ント

コ ースへの連携・ 協力

【 7 ,3 8 8万円】

「 防災のまち三木」と し て

災害への対応力の強化

・  被災者生活再建支援システムの導入（ 家

屋被害認定調査や罹災証明書発行など応

急期の対応に県下統一システムを導入）　

【 3 5 4 万円】

・ 防災情報マッ プの更新 

【 6 9 0 万円】

・ 災害用備蓄品のさ ら なる整備

　【 1 ,0 3 4 万円（ 3 月補正）】

大河ド ラ マ「 豊臣兄弟！」ゆかり の地のPR

・  N HKの大河ド ラ マ「 豊臣兄弟！」の放映に

合わせて、三木合戦ゆかり の地を 巡る ク

イ ズラ リ ーや「 みっ き ぃ ハイ キング」の実施

・  春風亭昇太さ ん（ 落語家）と 中井均さ ん

（ 滋賀県立大学名誉教授）によ る 三木城

ト ーク ショ ーや三木合戦にまつわる 企画

展、講演会の開催

【 5 7 5万円】

三木市地域おこ し 協力隊、

吉川地域での農村RM O の推進

農村地域の農業生産活動およ び集落維持

機能が低下し ている こ と から 、「 三木市地

域おこ し 協力隊」と と も に、こ れら を 下支

えする組織「 農村RM O 」の立ち上げを 支援

【 1 ,5 6 0 万円】

（ 仮称）三木スマート イ ンタ ーチェ ンジの

整備を推進

・  （ 仮称）三木スマート イ ンタ ーチェ ンジと

接続する市道の整備を 引き 続き 推進

・  令和8 年度末の供用開始を目標

【 3 億5 ,3 1 5 万円】

プレミ アム付き

デジタ ルお買い物券の発行

・  国の交付金を 活用し て、プ レ ミ アム付き

デジタ ルお買い物券を発行

・ プレ ミ アム率3 0 ％

・ 4 0 ,0 0 0 セッ ト 発行（ 1 口5 ,0 0 0 円）

【 7 ,6 0 0万円（ 3 月補正）】


